
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月 1３日（水）～２６日（火）に、「いじめ見逃しゼロスクール運動」を行いました。

１１月２０日（水）のいじめ見逃しゼロスクール集会に先駆けて、各クラスでいじめをしな

い、見逃さないためにどうしたらよいか話し合い、自学級の「いじめ見逃しゼロ宣言（上の

写真です）を決めました。これを受けて、一人一人が何を頑張るのか目標を決めて取り組み

ました。 

集会では、いじめの定義についての話と総務委員会による「いじめ根絶牧っこ宣言」の劇

と、この宣言を受けて各クラスで考えた「いじめ見逃しゼロ宣言」の発表を行いました。 

総務委員は、「いじめ根絶牧っこ宣言」の牧小宣言（あ：相手の気持ちを考える。い：いっ

しょに仲良く遊ぶ。う：うれしくなる「ふわふわ言葉を」つかう。え：えがおになるため お

もいやる。お：おたがいに尊重し高め合う。）の内容が全校児童に分かりやすく伝わるように、

自分だったらどうするか考えてもらえるように劇にして発表しました。 

さらに、「ありがとうを伝えよう」と「キラキラを伝えよう」の取組も行いました。友達同

士で「ありがとう」「うれしかったよ」という思いをハガキに書いたり、週末に学級で出た一

番キラキラな言動を翌週の放送で発表したりしました。手書きの文字や放送による言葉で伝

えてもらうことはうれしいものです。また、相手のよさやうれしかったことを思い出しなが
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      学校だより    ２学期末号 

教育目標  自ら考えよく学び、心豊かでたくましい子                   

自分のよさ・友達のよさを見つけ、互いを認め合う！ 

昨年度改定した、『いじめ根絶牧っこ宣言』です。 

「牧っこを育てる会」より助成していただいた垂れ幕

が、体育館ステージ横壁面にお披露目されました。 



らメッセージを書いたり読んだり、聞いたりする

のも心温まる時間となりました。 

子どもたちが、スローガンを意識して、自分の

めあてを達成するように人とかかわり、ありがと

うの気持ちをもって伝えることができるように支

援していきます。そして、自分のよさに気付いた

り、友達や家族、周囲の人のよさを見つけてお互いを認め合ったりする気持ちも育んでいき

ます。これらのことがいじめをなくしていくうえで、大切なことだと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書旬間中は、「本を読む楽しさやおもしろさを味わい、読書に親しむことができるように」

様々な取組が行われました。「朝読書」「ととろの森の皆様や５，６年生によるおすすめの本

の読み聞かせ」「図書委員会によるイベント」（読書旬間 PR、読書ビンゴ）で、本の魅力をたっ

ぷりと味わった読書旬間となりました。冬休み中も、様々な本をじっくりと読み、本を読む楽し

さを存分に味わってほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

読書旬間 冬休みにもぜひ読書を！ 

縦割り班で、５・６年生が読み聞かせ 

 

「ととろの森」の皆様による読み聞かせ 



 

12月４日に、上越警察署勝山さんとスク

ールサポーターの高橋さん、牧駐在所の高橋

さんにおいでいただき、不審者対応訓練を行

いました。校舎内に不審者が侵入してきた想

定で行いました。見知らぬ人が教室をのぞい

ているところから訓練を始め、その後、教職

員の指示や誘導で、全校児童が迅速に静かに

避難することができました。また、教職員が

対応している間に、教師の指示で隣接教室の

教師に知らせる役割を担った６年生も立派

でした。 

職員は、事前にさすまたの使い方や対応の

仕方も教えていただきました。訓練では落ち

着いて子どもたちを安全に避難させたり不

審者役の高橋さんに対応したりすることが

できました。 

避難完了後には、お二人から講話をいただ

きました。よく覚え、今後実行してほしいこ 

ととして、次のようなお話がありました。 

 

①先生の話（指示や放送など）をよく聞いて、

あわてずに行動する。 

②「いかのおすし」＝「ついて行かない、車

に乗らない、おお声を出す、すぐ逃げる。

大人の人に知らせる」を思い出して行動す

る。子ども１１０番の家もあります。 

③声をかけられて「怖い」と思ったら、何か

頼まれても断る。 

④ふだんのあいさつを大きな声でするなど、

とっさのときに大きな声を出せるようす

る。 

⑤一人でいるとねらわれやすい。誰でも入り

込めて、外から見えにくいところには行か

ない。 

  冬休みは、普段行かないところに外出す

る機会も多いと思います。この話をもう一

度思い出し、気を付けて過ごしましょう。 

 

 

 

冬休みは、家庭や地域での行事や体験を通

して、自ら生活を創造していく力や態度を育

てるよい機会です。充実した冬休みにしてほ

しいと願っています。 

安全で有意義な冬休みにするために、家庭

におかれましては、特に、次のようなことに

留意していただくとともに、「冬休みの過ご

し方」の確認と指導、見守りをよろしくお願

いいたします。 

◆自分にあった学習と生活のめあてや計画

を立て、やり遂げる喜びを味わおう。 

 

 

 

 

 

◆健康管理に気を付け、感染症やけがの予防

に努め、健康に過ごすことを心がけよう 

◆家族の一員として自分の役割を担い、責任

を果たそう。 

◆冬の交通事故の防止に努めよう。 

◆冬季間特有の事故（落雪・落氷、高所から

の滑落、雪山・かまくら遊び、路上でのそ

り・ミニスキー遊び等）の防止に努めよう。 

◆不審者等への対処の仕方を心得て、被害の

防止に努めよう。 

 

 

 

 

不審者対応訓練を行いました 

有意義な冬休みに！ 「家庭、地域での見守りをお願いします」 



 1月の予定   今後変更となる場合があります          

 

 

 

 

本年も、本校の教育活動に、ご理解・ご協力をいただき、ありがとうござ

いました。２学期は多くの行事もあり、保護者・地域の皆様から多大なるご

支援をいただき、子どもたちが活躍し成長した充実の学期となりました。保

護者・地域の皆様にお礼申し上げます。 

来たる令和７年を健康で晴れやかに、夢や希望をもってお迎えください。

来年もどうぞよろしくお願いいたします。 

日 曜日 行    事  

8 水 3 学期始業式  給食後下校  

9 木 委員会⑩  ２限：校内書初め会  

10 金 フッ化物洗口  

14 火 特別教室清掃  

15 水 
児童集会（健康委員会）、めあて発表 

牧っこチャレンジウィーク（～22 日） 校内書初め展（～３１日） 
 

16 木 スキー授業スタート （５限１・２年、６限３～６年）  

17 金 フッ化物洗口なし  

20 月 給食週間  職員会議  

21 火 スキー授業 （５限１・２年、６限３～６年）  

22 水 ３限 いのちの授業（５・６年生）  

23 木 スキー授業（５限１・２年、６限３～６年）  

24 金 
３～６年生スキー教室 キューピットバレースキー場  学校発 8:40 着 15:00 

(中止の場合のみ、３～６年お弁当持参) 
 

27 月 １・２年生雪遊び 国立妙高青少年自然の家 ８:30～12:0０  

28 火 スキー授業（５限１・２年、６限３～６年）  

29 水   

30 木 スキー授業（５限１・２年、６限３～６年）  

31 金 
フッ化物洗口 

３～６年スキー教室予備日３～６年生 お弁当持参 
 


